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 新型コロナがまだ２類の状態から始まった令和５年度。 

 ゴールデンウィークとともに５類へと移行になり、やっと通常の教育活動が再開され、今ではパーテ

ィションも遠い昔のように感じます。きっと１０年後、「そんなときもあったなぁ」「あのときは大変だ

ったなぁ」と思い出すのでしょう。 

 ４年生以下はコロナ禍の中で入学したため、通常の教育活動を知りません。様々な行事や体験活動が

復活し、マスクを外した子どもたちから笑顔がたくさん見られるようになりました。 

 コロナ禍の大変さから通常の教育活動へ移行するまでの激動の３年間を校長として務めさせていた

だいた私も今年度で退職となります。 

 保護者の皆様、地域の皆様におかれましては、これまでたくさんのご協力とご理解をいただいたこと

に感謝申し上げます。 

  令和６年度もより一層充実した教育活動を実施いたしますので、引き続きご協力をお願いいたします。 

 

 

 

【授業参観】 

 

 

 

 

 

 

 

【６年生をおくる会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和６年度の夏休みについて】 

 今年度の夏休みは猛暑が続き、８月２８日から始まった２学期も熱中症対策 

に苦労しました。温暖化の影響もあり、８月中に教育活動を行うには困難で 

あることを受け、教育委員会で検討を行った結果、令和６年度より夏季休業を 

８月３１日までとすることになりました。 

 ご理解・ご協力のほどをよろしくお願いいたします。 

                       令和６年３月１４日発行 
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 令和３年度より３年間、みどりが丘小学校の校長を務めさせていただいた私ですが、このたび、３月

３１日をもちまして、定年退職を迎えることとなりました。保護者の皆様・地域の皆様には、これまで

多くのご協力をいただいたことに感謝申し上げます。 

 学校だよりの裏面にある『校長のつぶやき』については、私的なできごとや考えなどを記載してよい

ものか当初は大変悩みました。自分も保護者の立場でＰＴＡ活動に参加していた頃、「今度の校長って

どんな人？」という会話をよく耳にしていた経験から、もし校長になったときには自分のことを少しで

も知ってもらうと同時に、自分の教育に対する思いを伝えることができればと考え、始めたものです。

不安な中で始めたコーナーでしたが、毎回楽しみにしているというご意見をたくさんいただくうちに、 

少しずつ書く量も増え、私はその言葉に励まされながら最後まで綴ることができました。 

 私にとって、みどりが丘小は開校当初にも関わっていたこともあり、とても感慨深いものがあります。 

校長室の壁面に飾られている歴代の校長先生方に叱咤激励されながら、この３年間、コロナ禍による不

測の事態と闘ってきました。保護者の皆様、地域の皆様に助けていただけたことで、何とか無事に校長

としての責務を果たすことができ、私も第１１代校長として壁面に並ぶ資格を得たと思っております。 

 今後は、学校教育とまったく違う世界に残りの人生を使おうと考えております。どこかでお目にかか

る機会がありましたら、気軽に声をかけていただければ幸いです。 

 みどりが丘小および皆様方の今後益々のご発展とご健勝を祈念して挨拶に代えさせていただきます。 

＜校長のつぶやき＞      ～たった二人の送別会～ 

  
 私には、独身時代から苦楽をともにした、１歳年上ではありますが、親友とも呼べる存在の友達がいます。 

 ５０歳を過ぎてからはお互いが忙しく、なかなか話をする機会がありませんでした。 

そんな中で、昨年、その友達がめでたく定年退職を迎えたときに、積もる話もあるだろうと、二人で１泊２日

のお祝いの会を設けました。 

 宿泊の予約をしているときに、妻や娘が「お笑いの『サンドウィッチマン』みたいな体格の二人が宿泊

なんて・・・。」と大爆笑していました。 

 確かに、還暦前後の体格のいいおじさん（おじいさん？）が二人で温泉宿に宿泊というのは、ちょっと

変かもしれません。でも、独身の頃からずっと遊んでいた懐かしい思い出を語り合うには、やはり二人が

ふさわしいのでした。 

 当日、久しぶりに顔を合わせた二人は、ホテルに向かう車の中から思い出話に花を咲かせました。 

 ホテルで夕食をとりながら、ひたすら若かりし頃のヤンチャだった話に盛り上がるうちに、２時間経過。 

 そして部屋に戻ってからも話は続き、温泉宿というのに、大浴場の温泉に入ることも忘れ、思い出話を

続けているうちに、いつしか眠りについてしまいました。 

 結局、会話の中で繰り返し出てきた言葉は「俺たち頑張ったよなぁ」でした。 

 

 先日のテレビを観ていたら、ある解説者が「今の若者たちは、一つの会社で定年まで勤め上げることは

考えていない」と言っていました。 

 確かに、実績・経験を積んだ自分をより高く評価してくれる会社に移るほうが自然なのかもしれません。 

 そんな時代に、同じ職場で４０年近く働き、定年を迎える方にかける言葉は 

「よく頑張った」がふさわしいのかもしれません。 

 

 その友人から今年届いた年賀状には、「今年は俺が宿を予約するから」と 

書かれていました。 

 きっと、また同じ話を何回も繰り返すのでしょう。 

 また、お互いに褒め合うことを楽しみにしている自分です。 

ごあいさつ 


